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( 1 ) 岩 手 教 区 報令和 8年（2026 年）5月 1日 ( 4 )

１
日　

役
員
会
議
（
10
時
）

９
日　

少
年
会
例
会
（
18
時
）

10
日　

学
生
会
新
入
生
歓
迎
会
（
10
時
）

16
日　

婦
人
会
例
会
（
10
時
）

 

〃 

　

教
職
員
の
集
い
役
員
会
（
13
時
）

 

〃 

　

青
年
会
移
動
キ
ャ
ラ
バ
ン
（
13
時
〜
17
日
）

31
日　

献
血
ひ
の
き
し
ん
（
９
時
）

【
５
月
分
】

行 

事 

予 

定
小 

笠 
原 
敦 

子

献
血
推
進
委
員
長

　
　
　
　
　

　

日
頃
は
、
献
血
活
動
の
上
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
に
な
っ
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に

よ
っ
て
、
外
出
を
控
え
る
人
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
す
る
人
が

増
え
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
影
響
は
い
く
ら
か
回
復
し
て
き
て
い

る
と
は
い
え
、
献
血
に
も
及
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
高
等
学
校
で

献
血
す
る
「
高
校
献
血
」
も
、
そ
の
実
施
校
は
全
体
の
約
２
割

で
す
。
献
血
に
最
初
に
触
れ
る
機
会
が
減
る
こ
と
で
、
さ
ら
に

献
血
に
足
を
運
ぶ
人
が
減
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
。
も
っ
と
若

い
世
代
に
声
が
け
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
と
思
い
ま
す
。

　

献
血
推
進
委
員
会
で
は
、
血
液
事
業
の
現
状
と
課
題
を
把
握

し
、
献
血
ひ
の
き
し
ん
の
推
進
に
役
立
て
る
た
め
年
に
一
度

（
３
月
）
、
血
液
セ
ン
タ
ー
か
ら
講
師
を
招
い
て
「
献
血
推
進
研

修
会
」
を
教
務
支
庁
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
質
疑
応
答

の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　

「
今
は
学
校
で
血
液
型
の
検
査
は
さ
れ
て
お
ら
ず
、
自
分
の

血
液
型
を
知
ら
な
い
子
が
多
い
→
献
血
を
す
れ
ば
病
院
に
い

か
ず
と
も
そ
の
場
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
」
「
採
血
車
で
の
献

血
は
体
重
が
少
な
く
て
で
き
な
か
っ
た
→
採
血
車
で
は
全
血

献
血
な
の
で
体
重
制
限
が
あ
る
が
、
成
分
献
血
で
は
制
限
は

あ
る
が
献
血
で
き
る
場
合
が
あ
る
」
「
採
血
後
具
合
い
が
悪
く

な
っ
た
こ
と
が
あ
る
→
脱
水
症
状
。
献
血
の
前
後
水
分
を
充
分

に
と
る
。
献
血
の
前
日
は
睡
眠
を
充
分
に
と
る
こ
と
が
大
切
（
５

時
間
以
上
）
」
「
骨
髄
バ
ン
ク
登
録
に
つ
い
て
→
18
歳
以
上
54
歳

以
下
、
採
血
車
内
で
も
登
録
で
き
る
」
「
輸
血
を
受
け
た
こ
と
が

あ
る
人
に
つ
い
て
→
自
己
血
で
は
な
く
他
人
の
血
液
を
輸
血
し

た
こ
と
が
あ
る
人
は
今
後
、
献
血
で
き
な
い
。
（
現
在
の
検
査

法
で
は
検
出
で
き
な
い
未
知
の
ウ
ィ
ル
ス
感
染
の
可
能
性
が
考

え
ら
れ
る
た
め
）
も
し
献
血
し
た
場
合
は
速
や
か
に
血
液
セ
ン

タ
ー
に
連
絡
す
る
」
等
々
。
毎
年
参
加
者
か
ら
献
血
（
血
液
）

に
つ
い
て
質
問
や
意
見
が
出
さ
れ
、
直
接
血
液
セ
ン
タ
ー
の
方

に
答
え
て
い
た
だ
く
の
で
、
と
て
も
有
意
義
な
研
修
会
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

血
液
は
生
き
た
細
胞
な
の
で
、
長
時
間
の
保
存
は
で
き
ま
せ

ん
。
で
す
か
ら
、
多
く
の
方
の
献
血
へ
の
協
力
が
必
要
な
の
で

す
（
赤
血
球
製
剤
の
有
効
期
間
が
採
血
後
28
日
間
、
血
小
板
製

剤
で
は
採
血
後
４
日
間
）
。
自
分
の
健
康
に
感
謝
し
つ
つ
、
人
だ

す
け
の
お
役
に
立
つ
献
血
は
、
素
晴
ら
し
い
ひ
の
き
し
ん
で
す
。

　

5
月
31
日
（
日
）
に
は
、
教
務
支
庁
に
お
い
て
「
献
血
ひ
の
き

し
ん
」
を
実
施
し
ま
す
。
献
血
の
他
に
講
習
会
、
バ
ザ
ー
、
出

張
販
売
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

真
心
つ
な
ぐ
献
血
ひ
の
き
し
ん

　

世
間
で
も
21
と
い
う
数
字
に
ま
つ
わ
る
事
柄

が
い
く
つ
か
あ
る
。
サ
イ
コ
ロ
の
目
の
数
を
足

し
た
数
、
願
掛
け
の
日
数
、
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
の
ブ

ラ
ッ
ク
ジ
ャ
ッ
ク
（
別
名t

w
e
n
t
y
 
o
n
e

）
、
卵
か

ら
ひ
な
が
孵
る
日
数
、
そ
し
て
国
賓
な
ど
が
来

日
し
た
際
な
ど
の
祝
砲
の
数
も
21
で
あ
る
。
16

世
紀
こ
ろ
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍
は
入
港
す
る
艦
船

に
対
し
て
、
攻
撃
を
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
示

す
意
味
か
ら
７
発
の
空
砲
を
打
つ
こ
と
を
求
め

た
。
（
当
時
、
艦
船
に
は
最
大
７
つ
の
大
砲
し
か

な
く
、
充
填
す
る
の
に
も
時
間
が
掛
か
っ
た
た

め
）
そ
れ
に
応
え
、
迎
え
る
意
味
で
21
発
撃
つ

よ
う
に
な
り
、
以
来
、
歓
迎
や
お
祝
を
示
す
意

味
で
、
21
発
の
祝
砲
を
発
射
す
る
よ
う
に
な
っ

た
と
聞
く
。

　

さ
て
、
お
つ
と
め
の
第
一
節
が
21
回
で
あ
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
諸
説
あ
る
。

①
逸
話
篇
一
七
三
「
皆
、
吉
い
日
や
で
」
の
中

の
二
十
一
日
の
理
に
あ
る
よ
う
に
、
十
分
た
っ

ぷ
り
は
じ
ま
る
理
。

②
夫
十
分
に
、
妻
十
分
で
、
子
（
一
）
が
授
か

り
命
が
つ
な
が
る
理
。　

③
人
の
心
に
は
二
十
一
の
悪
し
き
が
あ
り
、
そ

れ
を
払
う
理
。
か
ぐ
ら
づ
と
め
で
第
三
節
が
７

遍
ず
つ
３
回
つ
と
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
『
三
七

の
理
』
と
も
言
わ
れ
る
。

④
三
は
た
い
し
ょ
く
天
・
を
ふ
と
の
べ
・
く
に

さ
づ
ち
の
三
柱
の
「
お
産
」
の
理
で
、
人
間
の

生
を
意
味
し
、
七
は
七
柱
目
の
た
い
し
ょ
く
天

で
切
る
理
で
死
を
表
し
、
生
ま
れ
て
か
ら
死
ま

で
の
理
、
一
生
涯
の
理
。

⑤
あ
し
き
を
は
ろ
う
て
（
切
る
理
）
で
七
、
た

す
け
た
ま
え
（
つ
な
ぐ
理
）
で
三
、
七
三
の
理
。

⑥
三
日
三
夜
の
間
に
宿
仕
込
み
、
三
年
三
月
留

り
の
三
と
、
奈
良
初
瀬
七
里
の
間
に
七
日
か

か
っ
て
産
み
お
ろ
さ
れ
た
、
三
七
の
理
。

⑦
サ
イ
コ
ロ
の
目
の
裏
表
を
足
す
と
７
で
３
面

（
１
と
６
、
２
と
５
、
３
と
４
）
。
サ
イ
コ
ロ
は
魔

除
け
に
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
悪
し
き
を

払
う
理
。

⑧
七
は
切
る
理
で
、
一
人
の
命
は
限
り
あ
る
「
非

連
続
」
な
る
も
の
。
一
方
、
三
は
つ
な
ぐ
理
で
、

命
は
有
史
以
来
、
夫
婦
に
よ
っ
て
つ
な
ぎ
続
い

て
き
た
意
味
で
「
連
続
」
な
る
も
の
。
「
非
連
続
」

の
「
連
続
」
で
、
連
綿
と
続
く
人
間
の
生
命
を

表
す
七
三
の
理
。

　

ち
な
み
に
、
真
座
（
か
ん
ろ
だ
い
）
の
天
井

部
分
の
天
窓
の
上
り
竿
ぶ
ち
も
21
本
で
す
。

「

二

十

一

の

理

」

信
仰
随
想

ほ

う

　
　
　
　ら

く

法

　楽

前
岩
手
教
区
長

　
　
中

田

俊

次

信
仰
随
想

前
岩
手
教
区
長

　
　
加 

藤 

昌 

弘

せ

　い

　
　
　
　
　し

　ん

誠

　心

信
仰
随
想

前
岩
手
教
区
長

　
　
加 

藤 

昌 
弘

せ

　い

　
　
　
　
　し

　ん

誠

　心

信
仰
随
想

前
岩
手
教
区
長

　
　
加 

藤 

昌 

弘

せ

　い

　
　
　
　
　し

　ん

誠

　心
 

日
時　

６
月
28
日
（
日
）
９
時
〜

 

　
　
　
　

 
 

29
日
（
月
）
12
時

 

会
場　

お
お
の
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　
　
　
　
　

（
九
戸
支
部
・
洋
野
町
大
野
）

 

内
容　

草
刈
り
、
伐
採
な
ど
の
緑
地
整
備

災

救

隊

教

区

訓

練

天窓に向かって四方から

ついているものが上り竿ぶち

（かんろだい物語より引用）



岩 手 教 区 報 令和 8年（2026 年）5月 1日( 3 ) 岩 手 教 区 報令和 8年（2026 年）5月 1日 ( 2 )

　

教
区
青
年
会
は
、
４
月
11
日
（
日
）
、
教
務
支

庁
を
会
場
に
「
春
の
あ
ら
き
と
う
り
ょ
う
合
宿

～
繋
が
る
信
仰
と
仲
間
～
（
教
理
勉
強
会
）
」
を

開
催
し
、
青
森
、
秋
田
、
岩
手
の
教
区
青
年
会

員
ら
12
人
が
参
加
し
た
。

に
乗
り
合
わ
せ
た
学
生
た
ち
は
、
翌
朝
お
ぢ
ば

に
到
着
し
た
。

　

27
日
は
現
地
参
加
者
も
合
流
し
、
午
前
は
東

北
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
親
交
を
深
め
る
行
事
に
参
加
。

午
後
は
学
生
か
ら
の
提
案
で
お
つ
と
め
練
習
と

神
殿
案
内
を
行
っ
た
。
夕
づ
と
め
後
、
西
泉
水

プ
ー
ル
前
広
場
の
『
春
Ｆ
ｅ
ｓ
』
に
参
加
。
会

場
で
は
飲
食
を
伴
う
模
擬
店
が
出
店
さ
れ
、
特

設
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
は
ダ
ン
ス
や
バ
ン
ド
演

奏
な
ど
が
披
露
さ
れ
た
。

　

28
日
、
快
晴
の
ご
守
護
の
も
と
で
執
り
行
わ

れ
た
式
典
で
は
、「
よ
ろ
づ
よ
八
首
」
奉
唱
の
あ

と
、
武
田
直
也
実
行
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
に
続

き
、
真
柱
様
よ
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
代
読
）
を
頂

戴
し
、
日
々
頂
戴
し
て
い
る
ご
守
護
に
感
謝
し
、

や
さ
し
い
心
で
人
だ
す
け
の
で
き
る
よ
う
ぼ
く

へ
と
成
人
し
て
い
く
こ
と
を
誓
い
合
っ
た
。
最

後
に
、
大
会
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
「
や
さ
し
い
心
」

を
中
庭
で
歌
い
、
式
典
は
終
了
し
た
。

　

式
典
後
、
各
直
属
に
分
か
れ
て
「
直
属
ア

　

立
教
189
年
３
月
28

日
、
本
部
中
庭
に
て

「
み
ん
な
で
勇
ん
で
、

み
ん
な
で
つ
く
る
、
優

し
さ
と
笑
顔
あ
ふ
れ

る
大
会
を
」
を
テ
ー
マ

に
「
教
祖
140
年
祭
学
生

お
ぢ
ば
が
え
り
大
会
」

が
開
催
さ
れ
、
岩
手
教

区
か
ら
学
生
13
人
（
内

現
地
参
加
２
人
）
、
担
当
者
５
人
が
参
加
し
た
。

　

今
回
、
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
初
め
て
合
同

バ
ス
団
参
を
企
画
し
た
。
青
森
教
区
を
始
発
と

し
た
大
型
バ
ス
と
秋
田
教
区
を
始
発
と
し
た
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
を
共
同
運
行
し
、
道
中
を
含
め
宿

舎
も
同
じ
く
し
、
東
北
に
つ
な
が
る
学
生
ら
が

共
に
過
ご
す
お
ぢ
ば
が
え
り
と
な
っ
た
。

　

26
日
昼
過
ぎ
に
青
森
教
区
を
出
発
。
岩
手
教

区
、
宮
城
教
区
、
福
島
教
区
が
乗
車
し
、
新
潟

で
秋
田
教
区
、
山
形
教
区
と
合
流
。
大
型
バ
ス

ワ
ー
」
が
開
催
さ
れ
、
夕
方
に
は
「
ホ
ク
ホ
ク

東
北
陸
・
北
海
道
交
流
会
」
に
参
加
し
、
他
教

区
と
の
親
睦
を
深
め
た
。
そ
の
後
帰
路
に
つ
い

た
学
生
た
ち
は
、
次
回
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
活

動
で
再
会
す
る
こ
と
誓
い
合
い
、
別
れ
を
惜
し

み
な
が
ら
解
散
と
な
っ
た
。

　

は
じ
め
に
門
間
道
明
・
門
盛
分
教
会
長
（
道

の
教
職
員
の
集
い
代
表
世
話
人
）
の
講
話
が
あ

り
、
そ
の
中
で
、「
10
年
程
前
か
ら
、
近
所
で
一

人
暮
ら
し
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
の
支
援
を
夫
婦

で
続
け
て
き
た
こ
と
は
、
地
域
活
動
を
進
め
る

上
で
大
切
な
礎
に
な
っ
た
」「
三
原
典
と
教
祖
の

ひ
な
が
た
を
正
し
く
学
ぶ
こ
と
が
信
仰
生
活
に

は
特
に
重
要
」
と
話
さ
れ
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ

が
、
信
仰
や
地
域
活
動
に
つ
い
て
の
思
い
を
新

た
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

続
い
て
、
今
年
度
の
青
年
会
基
本
方
針
『
心

を
澄
ま
す
毎
日
を
。
』
に
つ
い
て
、
２
月
の
青

年
会
本
部
例
会
に
お
け
る
中
山
大
亮
青
年
会
長

様
、
宮
内
元
浩
青
年
会
本
部
委
員
長
か
ら
ビ
デ

オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
そ
れ
ぞ
れ
視
聴
し
た
。
そ
の

後
、
２
班
に
わ
か
れ
て
練
り
合
い
を
実
施
し
、
活

発
で
勇
ん
だ
発
言
が
相
次
ぎ
、
有
意
義
な
時
間

と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
の
懇

親
会
で
は
、
教

区
の
垣
根
を
越

え
て
大
い
に
親

睦
を
深
め
、
翌

12
日
（
日
）
早

朝
、
教
務
支
庁

周
辺
の
幸
せ
拾

い
（
ご
み
拾
い
）

を
行
い
、
朝
食

後
解
散
し
た
。

青

年

会

 

「
春
の
あ
ら
き
と
う
り
ょ
う
合
宿
」
報
告

　　

今
年
の
「
献
血
ひ
の
き
し
ん
」
は
５
月
31
日

（
日
）
、
教
務
支
庁
を
会
場
に
実
施
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
採
血
車
を
配
車
し
て
い
た
だ
き
、
献

血
者
30
人
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近

隣
住
民
に
も
呼
び
か
け
、
献
血
以
外
に
も
参
加

し
や
す
い
よ
う
様
々
な
企
画
を
用
意
し
て
い
ま

す
の
で
、
県
内
各
地
か
ら
多
数
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　

◆
献
血
受
付　

９
時
～
12
時

　
　

※
近
隣
の
方
、
ま
た
は
遠
方
か
ら
の
参
加

　
　
　

者
を
優
先
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

◆
講
習
会　

10
時
～
11
時

　
　

「
ご
家
庭
で
役
立
つ
救
急
法　

～
子
ど
も　

　
　

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
」
（
日
赤
講
師
に

　
　

よ
る
講
習
会
）

　

◆
バ
ザ
ー　

11
時
～
12
時
30
分

　

◆
出
張
販
売
11
時
～
12
時
30
分

　
　

・
レ
ジ
ュ
イ
ー
ル
「
パ
ン
」

　
　

・
紫
波
酒
造
「
清
酒
」
「
甘
酒
」

　

◆
昼
食　

講
習
会
終
了
後
～
12
時
30
分

　
　

・
う
ど
ん
一
杯
100
円

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

献
血
推
進
委
員
会

　

「
献
血
ひ
の
き
し
ん
」
【
５
月
31
日
】

学
生
担
当
委
員
会

 

　

「
教
祖
140
年
祭

　
　
　

 

学
生
お
ぢ
ば
が
え
り
大
会
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
報
告

◯収益金は、日本赤十字社に寄付させていただきます。

2026年5月31日 日

9：00～12：00時間

献血以外にも様々な催し物を企画しています！

場所 盛岡市馬場町3-40　天理教岩手教務支庁
TEL 019-622-7962

講習会 10：00～11：00

急な出血、骨折の対処法
などについて学びます。
参加費無料です！ぜひこ
の機会にご受講ください。

テーマ「家庭で役立つ救急法～お年寄りから子供まで～」
バザー 11：00～12：30

県内から選りすぐり
の物を集めました。
毎年、ご好評いただ
いています♪

出張販売 11：00～12：30

清酒・甘酒の販売　【紫波酒造店（紫波町）】
広く（廣く）喜ばれる酒をモットーに、代表銘柄「廣喜・紫宙」を展開。
甘酒は「飲む点滴」と言われ、夏場の食欲増進や体調改善に効果があります。
これからの季節のお伴にいかがでしょうか？ ホームページ→

パンの販売　【Réjouir「レジュイール」（盛岡市）】
Réjouir（レジュイール）とはフランス語で「喜ばせる、楽しませる」
という意味。メディア出演多数で、どのパンも美味しさは折り紙付き！
 お店は、前潟イオンの近くで営業しています♪

Instagram→

（一杯100円）
講習会終了後～12：30

もあるよ！

ホクホク東北陸・北海道交流会

　
　
　

 

　
　

 

新
委
員
長　

仲
川 

春
佳

　
　
　
　
　
　
　
　

（
新
潟
大　

吉
井
分
）

　
　
　
　
　
　
　

新
委
員
長
と
し
て
の
今

　
　
　
　
　
　

後
の
活
躍
を
祈
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
４
月
１
日
付
）

学

生

会

新

委

員

長

紹

介


